
 

  

 

 

 

ふ じ も と 宗 久 政 治 活 動 報 告 ２０２０年（令和２年）１月 ２ 

 

地
元
石
ヶ
瀬
、
森
岡
の
両
自
治

区
で
は
、
専
門
部
員
、
支
部
員

に
よ
る
安
全
推
進
、
防
犯
、
地

域
文
化
・
福
祉
推
進
等
、
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
私
も

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
地
域
住
民

と
し
て
積
極
的
に
参
加
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

 

安
全
、
防
犯
活
動
と
し
て
は
、

「
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
日
（
毎
月

十
、
二
十
、
三
十
日
」
に
は
交
通

立
哨
を
行
い
、
毎
週
実
施
さ
れ

る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
、
地
域

を
隈
無
く
巡
回
す
る
中
で
、
気

が
つ
い
た
点
に
つ
い
て
市
の
担
当

部
署
に
相
談
す
る
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

 

地
域
文
化
活
動
で
は
、
石
ヶ
瀬

地
区
福
祉
委
員
と
し
て
、
地
区

内
の
サ
ロ
ン
の
お
手
伝
い
、
回
覧

板
用
チ
ラ
シ
の
作
成
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
森
岡
自
治
区

独
自
の
ホ
タ
ル
保
存
会
の
事
業

は
環
境
保
全
、
住
民
相
互
交
流

と
い
っ
た
面
で
大
変
貴
重
な
取

組
と
理
解
し
て
お
り
、
積
極
的

に
支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

 

石
ヶ
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い

て
は
、
議
員
に
な
る
前
か
ら
所

属
し
て
い
た
文
化
部
の
活
動
は

そ
の
ま
ま
継
続
し
、
夏
ま
つ
り
、

コ
ミ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
公
民
館
ま
つ

り
、
大
府
シ
テ
ィ
マ
ラ
ソ
ン
等
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
ス
タ
ッ
フ
の
一
員

と
し
て
係
わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

昨
今
、
自
治
区
加
入
者
ば
な

れ
、
役
員
・
支
部
員
の
高
齢
化

に
よ
る
人
員
減
が
両
自
治
区
と

石
ヶ
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
共
通
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
、
大
規
模
災
害
時
に

最
も
頼
り
に
な
る
の
が
地
元
住

民
組
織
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
住

民
組
織
の
活
動
へ
の
深
い
理
解

と
積
極
的
な
参
加
を
促
進
す
べ

く
、
今
後
と
も
注
力
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

２
０
３
０
年
に
向
け
て
の
ま
ち

づ
く
り
の
根
幹
で
あ
る
「
第
六

次
大
府
市
総
合
計
画
」
が
ス
タ

ー
ト
し
ま
す
。
そ
こ
で
の
キ
ー
ワ

ー
ド
は
「
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
（
持

続
可
能
）
」
で
す
。
ず
っ
と
大
府

で
住
み
続
け
て
い
く
た
め
に
本

市
が
最
も
力
点
を
置
い
て
い
る

の
が
「
健
康
」
で
す
。
高
齢
化
が

ま
す
ま
す
進
行
す
る
中
に
お
い

て
は
、
健
康
寿
命
延
伸
の
た
め

の
予
防
医
療
、
高
齢
者
の
た
め

の
居
場
所
づ
く
り
、
移
動
手
段

の
一
層
の
充
実
を
目
指
し
ま

す
。
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
生

活
弱
者
に
対
す
る
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
の
整
備
も
課
題
が
山
積
で

あ
る
と
い
う
認
識
で
す
。 

 

ま
た
、
現
在
の
大
府
市
は
自

動
車
渋
滞
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
都
市
計
画
道
路
の
整
備

を
促
進
す
る
こ
と
に
加
え
て
、

棚
上
げ
状
態
と
な
っ
て
い
る

「
健
康
の
森-
大
府
駅
西
線
」
の

事
業
化
に
つ
い
て
、
改
め
て
地

域
住
民
の
方
々
の
ご
意
見
を
集

約
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

Ｊ
Ｒ
駅
周
辺
の
再
開
発
、
ま

ち
づ
く
り
整
備
に
関
し
て
は
、

将
来
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
若
年
層
を
中
心
と
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
い
く

こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

未
来
の
大
府
を
背
負
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
の
教
育
も
重
要

で
す
。
知
育
体
育
、
道
徳
、
教
職

員
の
働
き
方
な
ど
の
課
題
に
も

積
極
的
に
絡
ん
で
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

だ
い
て
お
り
ま
す
。
森
岡
、
石
ヶ

瀬
の
両
自
治
区
長
と
も
問
題

を
共
有
し
、
解
決
を
図
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

側
溝
の
蓋
化
に
関
し
て
は
、

か
な
り
整
備
は
進
み
ま
し
た

が
、
未
整
備
の
箇
所
が
ま
だ
存

在
し
て
お
り
、
昨
秋
に
改
め
て

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

江
端
町
、
月
見
町
、
森
岡
町

石
ヶ
瀬
住
宅
周
辺
の
地
域
は
、

東
海
豪
雨
に
よ
る
浸
水
被
災

地
で
す
。
昨
今
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨

の
頻
発
に
鑑
み
、
あ
の
よ
う
な

災
害
が
再
び
起
ら
な
い
よ
う
、

行
政
の
安
全
対
策
を
し
っ
か
り

と
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
き
ま
す
。 

 

森
岡
地
区
に
食
品
ス
ー
パ
ー

を
誘
致
し
て
欲
し
い
と
い
う
声

を
多
く
い
た
だ
き
ま
す
。
土
地

の
用
途
変
更
な
ど
多
く
の
制
約

は
あ
り
ま
す
が
、
様
々
な
角
度

か
ら
出
店
の
可
能
性
を
探
っ
て

ま
い
り
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
ゴ
ミ
収
集
場
所
の

分
散
化
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設

置
、
空
き
家
・
空
地
の
管
理
な

ど
、
い
た
だ
い
た
課
題
は
解
決

に
む
け
て
、
丁
寧
に
対
応
し
て

い
く
覚
悟
で
す
。 

地
域
活
動
に
積
極
参
加 

自
治
区
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動 

 

 

 

江
端
町
「
は
り
ー
あ
っ
ぷ
」
さ
ん 

交
差
点
巻
込
み
防
止
用
の
鉄
柱 

 
 
 
 

 
 
 

 

（
写
真
①
） 

石
ヶ
瀬
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド 

入
口
に
設
置
さ
れ
た
手
す
り 

 
 
 
 

 

（
写
真
②
） 

 

大
府
市
内
に
は
危
険
な
箇
所
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。
ま
た
「
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
ら
、
も
っ
と
安
全

安
心
な
の
に
」
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
場
所
を
見
つ
け
た
ら
、
或
い
は
ア
イ
デ
ア

を
思
い
つ
い
た
ら
、
是
非
と
も
ご
指
摘
、
ご
提
案
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
例
え
ば
、
江
端
町
「
は
り
ー
あ
っ
ぷ
」
さ
ん
の

と
こ
ろ
の
交
差
点
は
歩
道
の
待
機
場
所
が
狭
く
、
大
型
車

の
巻
込
み
事
故
が
心
配
と
の
声
を
受
け
、
オ
レ
ン
ジ
の
樹

脂
ポ
ー
ル
の
間
に
鉄
柱
を
設
置
し
ま
し
た
（
写
真
①
）
。
ま

た
、
森
岡
の
石
ヶ
瀬
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
入
口
階
段
に
、

高
齢
者
向
け
の
手
す
り
が
欲
し
い
と
い
う
声
を
受
け
、
早

速
設
置
し
て
も
ら
い
ま
し
た
（
写
真
②
）
。
皆
さ
ま
の
声
は

確
実
に
担
当
部
署
に
お
伝
え
し
、
解
決
策
を
探
り
ま
す
。 

身近な課題克服へ 

 一歩ずつ前進 

い
つ
も
近
く
に
い
る
市
議
会
議
員 

 

市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
市
議
会
議
員
を
目
指
し

て
、
毎
週
一
回
、
朝
六
時
半
か
ら
八
時
ま
で
、
大
府
駅
西
交
差
点

で
立
哨
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
四
月
の
当
選
翌
日
か
ら
始
め
て 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

昨
年
末
で
三
十
二
回
を

数
え
ま
し
た
。
気
持
ち
よ

く
一
日
の
ス
タ
ー
ト
が
切

れ
ま
す
よ
う
に
、
明
る
い

挨
拶
を
心
が
け
て
い
ま

す
。
通
勤
、
通
学
、
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
、
散
歩
の
途
中

に
見
か
け
ま
し
た
ら
、
声

を
お
か
け
下
さ
い
。 

ず
っ
と
大
府
、
も
っ
と
大
府 

 

こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み
課
題 

自治区活動用ジャンパー 

さ
ら
に
住
み
よ
い
大
府
に 

 

昨
年
十
二
月
、
よ
う
や
く
大

府
柊
山
線
が
開
通
し
、
鞍
流
瀬

川
に
架
か
る
令
和
柊
山
橋
も
渡

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

（
写
真
は
開
通
式
直
後
の
様
子
） 

生
活
圏
の
便
利
・
安
心
を 

 

 

地
域
の
交
通
安
全
課
題
と
し

て
、
①
森
岡
郵
便
局
の
変
則
交

差
点
の
改
良
に
つ
い
て
、
②
明

成-

深
廻
間
線
の
柊
山
町
四
丁

目
付
近
の
横
断
歩
行
者
の
安
全

確
保
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の

方
か
ら
多
く
の
ご
要
望
を
い
た



 

ふ
じ
も
と
宗
久 

政
治
活
動
報
告 

 

議
会
内
の
人
事
と
し
て
は
現

在
、
厚
生
文
教
委
員
会
、
広
報

委
員
会
に
所
属
し
て
い
ま
す
。 

 

厚
生
文
教
委
員
会
で
は
本
年

度
、
「
外
国
人
児
童
生
徒
の
教

育
環
境
整
備
」
と
い
う
テ
ー
マ
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
在
日
外

国
人
に
対
す
る
日
本
語
教
育
の

必
要
性
が
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
る
中
、
大
府
市
内
の

小
中
学
校
に
も
日
本
語
が
理
解

で
き
な
い
（
し
づ
ら
い
）
児
童
生

徒
が
多
く
在
籍
し
、
今
後
は
さ

ら
に
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ

れ
て
い
ま
す
。
厚
生
文
教
委
で

は
、
昨
年
十
月
こ
の
課
題
に
先

進
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
群
馬

県
伊
勢
崎
市
、
千
葉
県
船
橋
市

で
行
政
視
察
を
行
う
な
ど
、
外

国
人
児
童
生
徒
に
対
す
る
学
校

教
育
環
境
の
整
備
、
地
域
の
関

わ
り
方
な
ど
の
課
題
克
服
へ
の

提
言
を
現
在
取
り
ま
と
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

ま
た
、
厚
生
文
教
委
員
と
し

て
、
市
内
の
福
祉
施
設
で
の

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
ご
招
待
を

い
た
だ
い
た
り
、
認
知
症
カ
フ

ェ
や
地
元
の
常
設
サ
ロ
ン
に
も

足
を
運
び
、
高
齢
者
や
障
が
い

者
の
方
々
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
に

努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

広
報
委
員
会
で
は
副
委
員

長
と
い
う
役
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
主
な
仕
事
は
「
議
会
だ
よ

り
」
（
年
４
回
発
行
）
で
す
。
特

集
記
事
や
紙
面
構
成
に
工
夫

を
凝
ら
し
、
大
府
市
議
会
を

少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。
是
非
、
本
会
議
や
委
員
会

の
傍
聴
に
お
越
し
下
さ
い
。 

 

昨
年
八
月
、
大
府
市
議
会
自

民
ク
ラ
ブ
は
岡
村
大
府
市
長
、

日
高
県
議
、
公
明
党
市
議
で
陳

情
団
を
結
成
し
、
霞
ヶ
関
へ
要
望

活
動
に
赴
き
ま
し
た
。
訪
問
先

は
、
国
土
交
通
省
、
文
部
科
学

省
、
総
務
省
、
経
済
産
業
省
、
厚

生
労
働
省
、
内
閣
官
房
で
す
。 

 

こ
の
活
動
は
一
昨
年
前
か
ら
行

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ご
存
じ

の
方
も
お
い
で
か
と
思
い
ま
す

が
、
昨
年
度
大
府
市
内
の
全
小

中
学
校
の
教
室
に
エ
ア
コ
ン
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
が
、
周
辺
の
自
治

体
に
先
ん
じ
て
実
施
さ
れ
た
の

は
、
実
は
こ
の
活
動
の
成
果
で
あ

っ
た
の
で
す
。 

 

本
年
も
前
述
の
省
庁
に
対
し
て

い
く
つ
か
の
要
望
書
を
提
出
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
早
速
そ
の
成

果
が
現
わ
れ
ま
し
た
。
一
つ
は
、

市
内
の
四
つ
の
中
学
校
の
体
育

館
に
空
調
設
備
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
二
つ
目
は
、
北
山
小
学
校
の

老
朽
化
し
た
給
食
室
の
改
築
で

す
。
こ
の
二
つ
の
事
業
に
対
し

て
、
関
係
省
庁
か
ら
補
助
金
対

象
と
し
て
承
認
す
る
旨
の
連
絡

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

大
府
市
議
会
自
民
ク
ラ
ブ
は
、

市
議
会
議
員
と
し
て
の
政
策
、
財

政
の
チ
ェ
ッ
ク
、
或
い
は
提
案
と

い
っ
た
こ
れ
ま
で
の
役
割
に
加
え

て
、
お
金
を
外
か
ら
調
達
す
る
と

い
う
生
産
的
な
仕
事
も
重
要
な

役
割
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

 
自
民
ク
ラ
ブ
の
行
政
視
察
は
、

昨
年
七
月
一
日
に
交
流
都
市
新

居
浜
市
を
訪
問
。
こ
の
二
日
後

に
は
岡
村
市
長
が
新
居
浜
市
と

防
災
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。 

 

前
後
し
て
、
今
治
市
で
は
「
今

治
タ
オ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
、
玉

野
市
で
は
ユ
ニ
ー
ク
な
「
玉
野
市

中
央
図
書
館
」
を
視
察
し
、
大

府
市
に
対
し
、
提
言
を
添
え
て

報
告
書
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

今
年
三
月
に
大
府
市
長
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
現
職
の
岡
村
秀
人
氏
が
再
選
を
目
指

し
、
出
馬
を
表
明
し
ま
し
た
。
藤
本
宗
久
後
援
会

で
は
こ
の
四
年
間
の
岡
村
市
政
を
総
括
し
た
結

果
、
岡
村
氏
に
引
き
続
き
市
政
の
運
営
を
担
っ
て

い
た
だ
く
べ
く
、
次
期
市
長
候
補
者
と
し
て
推
薦

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 

 

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
一
層
の
取
り
組
み
を

期
待
い
た
し
ま
す
。 

三
月
十
五
日
告
示
、
二
十
二
日
投
開
票
。 
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教
、
広
報 

ふ じ も と 宗 久 政 治 活 動 報 告 ２０２０年（令和２年）１月 

令和元年の主な公務 
  および参加行事 
 
５月 市議会臨時会（人事）、新

人議員研修 
６月 ６月議会、全国植樹祭、大

府市消防操法大会 

７月 参院選、自民クラブ行政

視察、石ヶ瀬夏まつり 

８月 省庁へ陳情、知多北部議

員研修会、大府夏まつり、

げんきの郷夏まつり、愛

厚ホーム夏まつり、大府・

東浦花火大会 

９月 ９月議会（決算審査）、市制

４９周年式典、半田市視

察、敬老会、石ヶ瀬川河

川浄化活動、福祉・健康フ

ェア 

１０月 厚生文教委行政視察、戦

没者追悼式、産業文化ま

つり、森岡公民館まつり 

11 月 １２月議会、地域総ぐるみ

防災訓練、大府シティマ

ラソン、大府駅前イルミ

ネーション点灯式 

１２月 健康ウオーキング大会、

防犯ボランティア講習、

石ヶ瀬・森岡・コミ合同防

災講習会、大府・柊山線

開通式、消防団年末夜警 

市
長
、
県
議
と
と
も
に 

省
庁
へ
要
望
書
を
提
出 

稼
ぐ
市
議
団
、
効
果
明
白 

 
陳情活動中、総務副大臣席にて 

鈴木淳司総務副大臣（当時）とともに 

 

岡村秀人氏の推薦決定 

岡村秀人氏プロフィール 

昭和５３年 京都大学法学部卒 

昭和５３年 愛知県庁に入庁 

平成１６年 大府市助役に就任 

平成１９年 大府市副市長に就任 

平成２０年 大府市副市長に再任 

平成２４年 大府市副市長に再任 

平成２８年 大府市長に就任 

自
民
ク
行
政
視
察
は 

交
流
都
市
の
新
居
浜
市
へ 

毎
回
の
定
例
会
で
一
般
質
問 

 

議
員
に
な
っ
て
最
初
の
六
月

議
会
に
お
い
て
新
人
議
員
の
口

火
を
切
っ
て
一
般
質
問
に
臨
み

ま
し
た
。
自
身
の
公
約
の
ひ
と

つ
で
あ
る
「
子
ど
も
に
本
を
！
」

と
い
う
政
策
実
現
の
た
め
に
、

図
書
館
、
学
校
図
書
室
、
公
民

館
図
書
室
に
対
す
る
施
策
、
全

世
代
を
対
象
と
し
た
本
に
親

し
む
環
境
づ
く
り
施
策
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。 

 

九
月
議
会
で
は
、
知
多
半
島

道
路
大
府
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

を
外
部
か
ら
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
ま
た
長
草
地
区
の
渋
滞

緩
和
、
安
全
対
策
と
し
て
の
都

市
計
画
道
路
、
県
道
整
備
の
事

業
化
に
向
け
て
、
大
府
市
と
し

て
の
前
向
き
な
取
組
姿
勢
を

確
認
い
た
し
ま
し
た
。 

 

十
二
月
議
会
で
は
、
ま
ち
美

化
条
例
施
行
後
の
条
例
の
効

果
に
つ
い
て
質
問
し
、
と
り
わ

け
喫
煙
マ
ナ
ー
の
励
行
に
向
け

て
、
取
組
の
強
化
を
指
摘
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
大
府
市
職
員
の
名
刺

作
成
が
自
費
負
担
と
な
っ
て
い

る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
職
員
の

民
間
感
覚
体
得
の
重
要
性
に

つ
い
て
意
見
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
今
後
も

自
身
の
取
組
と
し
て
持
続
的

に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
き
ま
す
。 

１ 

三月の大府市長選挙 


